
「整形外科疾患ビジュアルブック」（2012 年 2 月 10 日発行初刷，4月 10 日発行第 2刷）におきまして，本文に説明を
要する箇所と誤りがございました．謹んでお詫び申し上げますとともに，以下のように訂正いたします．

正誤表

頁数 誤りまたは説明を要する箇所 正

p.69 下図の図説 造影剤の肩峰下滑液包への流出がみられる

造影剤が関節内におさまらず，肩甲下部

から関節外（肩峰下滑液包）へ流出して

いる．

p.160 上図の図説 MRI では T1 low 像を呈する． MRI では T1 強調像で低信号域を認める．

p.184 下 supplement の

絞扼性神経障害，左段下

から 1 〜 2 行目

上肩胛神経麻痺などは…… 上肩甲神経麻痺などは……

p.205 Section3 のばね指

（弾発指）の本文 2 行目
狭小化や，滑腱自体の肥大硬化…… 狭小化や，腱自体の肥大硬化……

p.217 フォルクマン拘縮

の図

p.228 半 月 損 傷 を 示 す

MRI 像の写真中央の名称
T2* 強調冠状断像 T2＊強調冠状断像

同の写真右の名称 T2* 強調矢状断像 T2＊強調矢状断像

同図説 説明の追加
T2＊強調画像は，出血などがある病変を

強調する．

p.308 リウマチ性脊椎症

 Section1 誘因・原因

6 行目

左右側方の椎間関節と正中の軸突起 - 環

椎前弓の関節により……

左右側方の椎間関節と正中の歯突起 - 環

椎前弓の関節により……

p.337 腰椎の感染症

Section2 症状・臨床所見 

1 行目

股関節は内転・屈曲を呈し，…… 股関節は屈曲・外旋を呈し，……

4-11-3図4修正
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